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会  議  録 
会議の名称 長期計画審議会（第８回） 

事 務 局 企画財政部企画政策課企画政策係 

開 催 日 時 平成２７年１０月５日(月)午後６時～午後７時５０分 

開 催 場 所 市民会館３階 萌え木ホール Ａ会議室 

出 席 者 

（12 人） 

会長    渡邊 嘉二郎 委員 

職務代理者 高橋 雅栄  委員 

委 員   久保 節紀  委員  中村 裕子 委員 

      渡邊 智子  委員  鉄矢 悦朗 委員 

今井 啓一郎 委員  上原 和  委員 

志田 尚紀  委員  本木 治子 委員 

福元 弘和  委員  杉山 薫  委員  

欠席者 

（4 人） 

岡本 鮎実 委員 竹之内 一幸 委員 齊藤 俊之 委員 

河野 律子 委員 

事 務 局 

 

企画政策課長    水落 俊也 

企画政策課長補佐  中田 陽介 

企画政策課係長   廣田 豊之 

企画政策課主任   工藤 真矢 

企画政策課主事   高野 修平 

有限責任監査法人トーマツ 堀井 敬太 

有限責任監査法人トーマツ 加藤 俊介 

傍聴の可否  可    一部不可    不可 

傍 聴 者 数 ０人 

【会議次第】 

１ パブリック・コメントに向けて 

２ 市民フォーラムについて 

３ その他 

 

【会議結果】 

１ パブリック・コメントに向けて ≪資料 26,27,28,29≫  

〇事務局より資料をもとに説明した。 

・9/9 第６回審議会にて中間答申案を承認いただき、9/18 に渡邊会長から

市長へ中間答申をいただいた。 

・この中間答申を踏まえて、市の方で中期財政計画（案）を作成し、整合

性を図った上で、今後のパブリック・コメントに向けて内容追加、修正

を行った。修正点については次のとおり。 

・各施策に、「成果・活動指標」と「主な事業」を追加 

・Ｐ.21「市の将来人口」について、前回までは基準日が 26 年４月１日で
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あったが、27 年 4 月 1 日現在の人口に時点修正し推計しなおした。前回

から人口が多少増えているが、全体の傾向は変わりない。 

・Ｐ.22「中期財政計画（案）」について、概要を追記した。後期基本計画

の財政的裏付けとなる５年間の財政計画が「中期財政計画」である。５

年間全体としては、歳入・歳出ともに 1,993.6 億円（年間 390～400 億

円程度）を見込んでいる。歳入においては、歳入の根幹を占める市税収

入が 1,021.2 億円で割合は約 51％、歳出では人件費・扶助費・公債費の

義務的経費を 911.4 億円で割合は約 46％と見込んでおり、投資的経費と

しての普通建設事業費を 219.5 億円で割合は約 11％を見込んでいる。中

期財政計画（案）の詳細については、庁内における予算説明会の後、委

員にも郵送させていただく予定である。 

・Ｐ.28、重点プロジェクトについては、資料 26 と別となっているが、9/14

前回審議会でご意見をいただいた内容の修正を行い、中に組み込んでい

きたい。 

・今後の予定は、１０月１４日～１１月１３日でパブリック・コメントを

実施する予定。資料 27 の計画書本体と、資料 28 概要版を添付して、市

ホームページ及び市内各施設にて公開する。 

・なお、資料 29 まちカフェのコラムページは、今回のパブコメには掲載

しない予定だが、最終的には冊子に掲載する予定である。何かご意見が

あればいただきたい。 

 

≪重点プロジェクトについて≫ 

・前回お示した重点プロジェクト（案）について、各課と調整を図り修正

した。修正点は下線部分である。（※Ｐ＝プロジェクトの略） 

⑴ 重点Ｐの冒頭説明文 

⑵ みどりと環境Ｐの目指すべき姿の２つ目を修正 

⑶ みどりと環境Ｐに“農地”の取組を追加 

⑷ みどりと環境Ｐ、ごみの部分の記載修正 

⑸ ごみの広域支援に関する記述を追加 

⑹ “中間支援組織”の取組を「６きずなを結ぶまちＰ」→「まちのに

ぎわい創出Ｐ」に移動 

⑺ 「子育て・子育ち応援Ｐ」の取組内容を修正 

 ⑻ まちカフェの意見「つながり」の視点を「きずなを結ぶまちづくり

Ｐ」の目指すべきまちの姿に追加 

⑼ きずなを結ぶまちづくりＰに、スポーツの取組を追加 

 

２ 市民フォーラムについて ≪資料 30≫ 

〇事務局より資料をもとに説明した。 

・前回の委員のご意見を踏まえて、委員長、職務代理者と事務局でたたき
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台を作成した。 

・市民フォーラムの一番の目的は、市民の方に「第４次基本構想・後期基

本計画」を知ってもらうこと。 

・全体の流れとしては、計画の構成を全体に説明→分野ごとのブースに分

かれて説明＆質疑→計画の推進を全体に説明→各ブースでの話を全体

共有する。 

・会の最後にパブリック・コメントについて説明し、当日提出できるよう

にする。 

 

〇主な意見 

・パブリック・コメントとして市民の方に書いてもらうのはいいが、フォ

ーラムの趣旨や当日の意見の取扱いについての説明が重要。 

・市民の方から意見を聞いただけで、紙に残してもらえないと聞き方話し

方で誤解がうまれることがある。 

・口頭で言われたことは、パブリック・コメントとしては受け取れない旨

をしっかり伝えるべき。 

 ・委員との意見交換の中で、市民の方の意見がブラッシュアップされ、意

見として取り上げてもらいたいとした場合は、パブリック・コメントで

書いてもらう。 

 ・パブリック・コメントの書き方のコツや良い例、悪い例などの例示があ

るといいのでは。 

 ・あまり書き方を指示してしまうのは自由な意見をもらえない。誘導して

いるようになってしまうのでは。 

 ・書きたいけど、書き方が分からない人のフォローをどのようにしたらい

いか。 

 ・各ブースの運用で、パブリック・コメントの書き方、出し方をフォロー

するのはどうか。 

  

 〇各起草委員会に分かれて当日の担当及びピックアップする施策整理 

 総合司会者・・・上原委員 

 全体説明・・・・河野委員 

 ≪ブースごとの担当≫ 

環境と都市基盤・・・（説明）杉山委員 （発表）竹之内委員 

 地域と経済・・・・・（説明）（発表）渡邊委員 河野委員 

  文化と教育・・・・・（説明）久保委員 （発表）福元委員 

  福祉と健康・・・・・（説明）志田委員 （発表）高橋委員 

≪ピックアップ施策≫ 

環境と都市基盤・・みどりを育む仕組みづくり 

 地域と経済・・・・産業、観光、農業 
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  文化と教育・・・・生涯学習活動、スポーツ・レクリエーション活動、

教育内容・教育方法の充実 

   福祉と健康・・・・高齢者福祉、子ども家庭福祉、障がい者福祉 

  

３ その他 

 １０月２０日（火）１８時から市民フォーラム事前打ち合わせとして、予

行演習とパワーポイント資料の作り込みを行う。 

  

 

～以上で会議終了～ 

 


